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　今年の電力不足の基礎知
識から、具体的な削減メニュ
ーまで含んだ内容となってい
ます。
　家庭で削減が求められてい
る電気使用量の15％削減の
対策モデルも示しており、冷
房だけではなく、照明やこま
めな取組みで削減するメニュ
ーも提示しています。がまん
をせず、継続的に取り組める
項目を中心に効果のある節
電方法をまとめています。

　家庭でできる節電について考える教材ツール「わが家の節電～
エアコン編～」を作成しました。夏に特に多く使われる冷房にテ
ーマをしぼり、ムリせずに涼しく過ごす効果的な節電を考えるこ
とのできる30分ほどの体験型プログラムがついています。
　この教材ツールは5月24～27日に東京で行われたNEW環境展・
地球温暖化防止展におけるセミナー講座およびブース展示での活
用、また、東京・渋谷の地球環境パートナーシッププラザ(GEOC)で
も展示しております。
　貸出用にも整備しておりますので、ぜひご活用ください。

従業員の方の家庭を
診断します。家庭訪問
ではなく、事業所で
の集団診断を行いま
す。
環境省が派遣する診
断員が診断をします。
診断に係る費用は無
料です。

効果的なCO2削減・節電対策に！
CSR活動のPRに！

窓に空気層のある断熱シートを貼る
(もしくは内窓を設置する)

テレビを見る時間を少なくする
（つけっぱなしにせず、見る番組を絞るなど）

電気機器は使い終わったらプラグを抜くか
電源タップを切り、待機電力を減らす

冷房を使う時間をできるだけ短くする
(就寝前1時間はオフなど)
冷房時に部屋のドアやふすまを閉め、
冷房範囲を小さくする

冷蔵庫を壁から適切な距離を離し、
周りや上にものを置かない

部屋の外によしず、すだれを設置する
お風呂の残り湯で朝夕に打ち水をする
扇風機・うちわなどを活用する
冷房の温度設定を28℃にする
冷房時にカーテンやブラインドを閉める

白熱電球を電球型蛍光灯やLED電球に交換する
照明を使う時間を可能なかぎり短くする

テレビの画面を明るすぎないように調整する
電気ポットの保温をやめる
炊飯ジャーの保温をやめる

冷蔵庫の温度設定を強から中にする
冷蔵庫を整理し、開ける時間を短くする
衣類乾燥機や洗濯機の乾燥機能を使わない

冷房時に家族がいっしょの部屋で過ごす
エアコンのフィルターを掃除する(月２回程度)

東日本大震災に伴う電力不足に対応するための
家庭でできる夏の節電特集
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・夏期における対策を中心にしています。
・朝と晩の家庭での電力使用ピークを抑えることを主目的としています。
・極度のがまんをせず、継続的に取り組める項目を中心にしています。
・そのほか、効果の高い対策を加えています。
・高い投資をせずに取り組める項目を選定しています。

　東日本大震災において被災された方々に対し心よりお見舞い申し上げるとともに、一日も早い復興をお祈りしています。
　今回の大震災の影響で多くの発電所が停止したため、また、原子力発電所による発電の見直しなどにより、東京電力および
中部電力では、電力を十分に供給できない状態が続いています。そして、１年間の電力需要のピークとなる夏に向け、たいへん
な電力不足が予想されています。
　全国ネットおよび地域の地球温暖化防止活動推進センターでは、これまでの温暖化防止のノウハウを活かして、さまざま
な節電対策を提案しています。この節電を今夏だけの特別なものにせず、低炭素社会づくりに向けてのライフスタイル見直
しにつなげていきましょう。

ホームページからも
ダウンロードできます

GEOCでの展示の様子
NEW環境展における
ブース展示の様子

家庭エコ診断受診イメージ
（診断員と受診者がマンツーマンで行う）

夏の節電 21を提案しました

このリストの前提条件

最新の節電情報はこちらから

を発表しました

従業員に対する
家庭エコ診断を行っています

学習会などで使える教材ツールを作成しました

家庭版節電マニュアル

東京電力管内の事業者向け

「どうする？どうやる？節電せいかつ」

　http://www.jccca.org

　環境省では「従業員に対する家庭エコ診断」の参加
事業者を公募しています。電力需要の逼迫を背景に推
進されている事業活動でのCO2削減・節電対策に加
え、事業者の従業員の家庭での取組みについて、
その一助となります。

　
の冬バージョンに続き、夏バージョンを公開しています。

東日本大震災に伴う電力不足に対応するための「家庭ですぐ出来る節電21」
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低炭素杯2011環境大臣賞 準グランプリを
受賞された取組みについて、
簡単にお聞かせください。

地域で活動されている方にメッセージを！

低炭素杯準グランプリを受賞されて、
周囲の反響はありましたか？

　平成18年4月からCO2の削減活動に取り組み、10％削減
を達成しつづけています。
　私自身が地球温暖化問題を意識し始めたのは10年ほど前。
長い地球の歴史の中でCO2の濃度がここ100年ほどで急激
に上昇している「異常なグラフ」を見たのがきっかけでした。
　その後、自治会長を引き受けることになり、環境部を発足。
集落全世帯で二酸化炭素削減のエコ活動に取り組んでいま
す。各家庭から毎月提出する実績データからCO2発生量と光
熱費をとらえ、目標に対し省エネ活動の結果がどうだったか
各家庭と集落全体で評価出来るシステム運営で、国が進める
低炭素社会づくりを集落全世帯で目指す活動をしています。

　浜松市センターは平成22年4月に、浜松市より地球温暖化防止活動推進センターに指定されました。
　浜松市エコハウスモデル住宅「きづきの森」の運営を中心に、地域の環境学習リーダーの養成や学校への出張講座などを
行っています。きづきの森は、市民はもちろん、海外からの団体や企業の研修団体なども訪れる、浜松市センターの拠点となっ
ています。

今回は、低炭素地域づくり全国フォーラム～低炭素杯2011～の環境大臣賞準グランプリを
受賞した鹿児島県出水市の「六月田下自治会」の代表 松田正幸さんにお話を聞きました。地域の活動紹介

エコ活動を続けるコツは？

ろくがつだ しも

地域センター紹介 浜松市地球温暖化防止活動推進センター http://www.hamaeco.org/

笑顔の六月田下自治会のみなさん

　出水市の広報誌2月号で、準グランプリの受賞についての
誌面を急遽入れてくださり、3月号では特集記事も組んでく
ださいました。その後発生した東日本大震災以降は、節電の
取組みや具体的なノウハウ、5年間のデータ蓄積という側面
から特に多くの取材を受けております。地元の新聞社やテレ
ビはもちろん、東京からもテレビの取材が来ています。とても
大きな反響を感じる毎日です。

　生活の質を落とさず、無理なく、みんなで楽しく活動する
ことです。生活のちょっとしたムダを探しをするだけで、光
熱費が浮き、暮らしが豊かになる。心に余裕が生まれてその
余裕が「顔」に出て、自然と笑顔になる。エコ活動のおかげ
で、集落全体が元気で生き生きしています！

　個人で取組みを行うのではなく、集落や地域で楽しく取り
組みましょう。それが生活や地域コミュニティの「つながり」
を生みます。私たちの自治会のような仕組みが全国の地域の

の第一歩になると思っています。

六月田下自治会の
CO2削減データを
見せながらお話し
てくださいました

エコハウス住宅
きづきの森

写真(左)
自然の風を家の中
に取り込む昔から
の知恵「袖壁」が
つけられています

写真(右)
白熱電灯、蛍光灯
LED電灯を体感し
ながら比較できる
部屋もあります

浜松市エコハウスモデル住宅

大橋千秋 浜松市センター長に聞きました

「きづきの森」

　昨年度は、くらしのエコアドバイザーの講座を通して20数
名のアドバイザーの育成と家庭のエコ診断を行いました。今
年度は環境学習リーダーのさらなる育成と地域での講座や学
習会を積極的に行い、きづきの森を「地域活性の場」と発展さ
せていく予定です。
「家庭」から「学校」へ、さらに第３の教育の場と言える「地域
とのつながりを向上させ、そのうえで浜松市が環境防災の観
光都市（エコタウン地域づくり）のモデル地区となるような地
域づくりを目指していきたいと考えています。

」

　浜松市の気候風土を活かした「自然との共存」を前提
に地域の素材利用、ライフサイクルCO2、住まい方という様
々な切り口から考えつくされたエコハウスのモデル住宅。
　自然風の力を利用した熱循環や通風と換気をはじめ
地域の自然素材を活かしたつくりや、昔からの知恵はも
ちろん、最新の断熱・気密や太陽光発電や太陽熱集熱器
も取り入れられています。

、

「つながり」を生むきっかけになれば、低炭素社会づくりへ




